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予算の
状況

（百万円）

当初予算（a）

補正予算（b）

前年度繰越等（c）

業績指標

目標を達成した技術開発課題
の割合 *

実績値
評価

A
年度ごとの目標値

評価結果

目標達成度合いの
測定結果

　（各行政機関共通区分）

②目標達成

　（判断根拠）

　業績指標139「目標を達成した技術研究課題の割合」は平成25年度以降、年度ご
との目標値を達成しており、令和2年度も目標を達成した。以上のことから「②目標
達成」と判断した。

施策の分析

　「建設技術研究開発助成制度」、「総合技術開発プロジェクト」及び「交通運輸技
術開発推進制度等」等の研究課題について、外部の有識者から構成される評価委
員会により中間評価等を着実に実施し取り組んだことは、目標の達成に有効であっ
たと考えられる。

次期目標等への
反映の方向性

業績指標139「目標を達成した技術研究課題の割合」は目標を達成した。引き続き、
技術研究開発を効果的・効率的に推進する。

施策目標個票
（国土交通省2－㊶）

施策目標 技術研究開発を推進する

施策目標の概要及び
達成すべき目標

技術研究開発の成果をタイムリーに社会に還元していくため、目標を適切に設定し、それに基づいて技術研究開発
を効果的・効率的に推進する。



業績指標１３９ 

 目標を達成した技術研究課題の割合* 

 

 

（指標の定義） 

当該年度に事後評価を実施した技術研究開発課題のうち、外部評価により「目標を十分達成した」または「概ね目

標を達成した」と評価された技術研究課題の割合 

（目標設定の考え方・根拠） 

技術研究課題の成果をタイムリーに社会に還元していくためには、目標を適切に設定し、効果的・効率的に実施す

ることが重要である。この観点から、当該年度に事後評価を実施した技術研究開発課題のうち、目標を達成した技術

研究開発課題の割合を業績指標として設定し、これまでの実績を勘案し、達成目標を９０％としている。 

実績値の算定にあたっては、外部評価にて個別研究開発課題ごとに「目標を十分達成した」、「概ね目標を達成した」、

「あまり目標を達成できなかった」、「目標を達成できなかった」の４段階で評価し、そのうち「目標を十分達成した」 

または「概ね目標を達成した」ものを「目標を達成した」ものとする。 

（外部要因） 

設備故障等の不可抗力 

資機材の入手困難 

（他の関係主体） 

 なし 

（重要政策） 

 【施政方針】 

  なし 

 【閣議決定】 

 なし 

 【閣決（重点）】 

 なし 

 【その他】 

 なし 

 

 

 

過去の実績値 （年度） 

Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２ 

９３．８ ９６．８ ９６．３％ ９６．２％ １００％ 

 

 
 

評 価 

 

Ａ 

 

目標値：９０％（毎年度） 

実績値：１００％（令和２年度） 

初期値：― 



主な事務事業等の概要 

技術研究開発の推進に必要な経費 

 予算額： 

  2,063 百万円（令和元年度） 

  1,213 百万円（令和 2年度） 

 

測定・評価結果 

目標の達成状況に関する分析 

（指標の動向） 

順調である（３５件／３５件） 

平成２８年度から継続して、現在の目標値である９０％を継続して超えており、令和２年度は１００％を達成し

た。 

（事務事業等の実施状況） 

 目指すべき社会の実現のため、様々な要素技術をすり合わせ・統合し、高度化することにより、社会的な重要課

題を解決し、国民の暮らしへ還元する科学技術を推進している。 

 令和２年度は、３５件の研究開発課題の事後評価が実施され、そのうち３５件が「目標を十分達成した」、「概ね

目標を達成した」と評価された。 

 なお、個別の研究開発課題では、評価の実施にあたっては別途外部の専門家の知見を活用した評価（外部評価）

が行われており、研究開発課題の結果については、 

https://www.mlit.go.jp/seisakutokatsu/hyouka/seisakutokatsu_hyouka_fr_000009.html 

に掲載している。 

 

 

課題の特定と今後の取組みの方向性 

業績指標については、毎年度目標値を達成していることから、引き続き技術研究開発を推進していくこととし、Ａ

と評価した。 

 

担当課等（担当課長名等） 

担当課：大臣官房技術調査課（課長 森戸 義貴）  

総合政策局技術政策課（課長 伊藤 真澄）  

 


